



























































































































- ( :;-. b三 IYcd_'bT )-AB
となり､乗法に関して可換であるo
A,B,C∈Cに対して.
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A - ( : -ab )
とする｡
(ニ ト A( A )
とすると､
Ax- (言 Iab ) (三 )- (; )
より､




















予想される解答 9(}×3=､乃 ×3=3､乃 であり､
数直線上ではαと原点との距離を3倍に拡大したこ
とになる｡
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